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結核感染有無ノ判定二封 シテハ臨床家ハ殆 ンド

総 テ奮Tu七erk磁n法 二依ル皮厨 ノアレルギー反慮

ヲ利用 シテ居ルノハ衆知ノ事 實 デ ア ル。然 シテ
　

Tuberkulinハ 結 核培 養 基 内 ノー 定 物 質 二 由來 ス

ル4ミ抗 原 ト考 ヘ ラ レル モ ノ デ ア リ、結 核 感 染=一依

ツ テ個 膿 二成 立 スル冤 疫 抗 髄 ノ総 テ ト反 慮 スル モ

ノ デ ハナ ク少 ク トモ ソノ部 分 的 表 現 卜看倣 サ レル

モ ノ デ アノ㌔ 從 ツテTuberkulin反 慮 陰 性F看 倣

ス ベ キ モ ノ ノ絡 テガ 結 核 未 感 染 者 デ アル ヤ否 ヤ ニ

ン・物 多 大 ノ媛 義 ガ ア リ、 事 實 反 鷹 陰 性者 ニ シテ 明

カ ニ感 染 者 或 ハ畿 病 者 ト認 ム 〈沖 モ ノ ノ存 スノ傭

ハ 多 ク ノ臨 床 家 ノ指 摘 ス ル所 デ ァノ㌔ ワ ガi教室 二

於 テ ハ 、結 核 菌 二佼 ルKech氏 現 象 二就 イテ各 方 面

カ ラ實 験 的 二追 求 シ ソノ本 態 ハ冤 疫 テ内容 トス ノと

ア レル ギー反 慮 デ アル事 テ知 ルニ 至 ツタ ガ ソノ際

Tuberkulinア レル ギー トノ關 係 テ究 メ脱 感 作 ソノ

他 ノ虞 置 ニ ヨツ テ皮虜/Tuberkulin反 慮 陰 性 化

シ テ モ荷Koch氏 現 象 ソ陽 性 二畿 現 スル事 實 ヲ認

メTu'erkulin陽 性 者 ノ ミガ結 核 感 染 者 デナ イ事

ヲ實 験 的 二認 メリレと董 ヅタ。叉皮 膚 ノTuberkuli11
を ト

双 感及Koch氏 現 象 共 二陰 性 化 シテ モ肺 等 ノ臓 器
『
晶 於 テ ハ伺 ア レル ギ ー反 懸 ト認 ム ペ キモ ノ ガ ヨク

保 持 サ レ皮 膚 ハ コノ感 染有 無 ヲ決 定 スル ア レル ギ

ー 反 慮 二必 ズ シモ適 當 デナ イ事 ヲ知 ツタ◎ 此 塵 昌

於 テ、 余等 ハ人艦 二於 テ コノ皮慮 ノTuberku1ね

ア レル ギー ガKock氏 現 象 ト如 何 ナ ル程 度 ニー・致

シ如 何 ナ ノ囑 げ 一・致 シナ イ カ グ知 リ ソノー 致 シナ

イ髪 合 ニ ハ如 何 ナ ル 意味 ガ ア ルカ ヲ知 ラ ウ ト欲 シ

タ ノ デ アル。 タ マ、タ マ我 々ハ 某 方 面 乙結 核 豫 防 虞

置 トシテBCG接 種 ヲ行 フ機 會 ガ ア ツタ ノ デ ソノー一

定 部 分 二於 テ結 核 感染 者 未 感 染 者共 二Tuberkulin

注 射 ト同 時"bl-一 人 二BCG接 鍾 テ行 ヒ ソ コニ現

レルTuberkulinア レル ギー トおCG二 依 ルKoeh

氏現 象 トヲ比 較 研 究 シタノ デ アル ◎

BCGハ 結 核 菌 二 由來 スル比 較 的 無 毒 ノ菌 デア

ル 勲 ・・衆 知 ノ事 實 デ ア リ、之 二 依 ル ア レル ギー 反

癒 ハKoch氏 菌 ド同一 デア ル顯 ハ教 室 ノ研 究 ガ示

シテ居 ル。又 從 來BCG接 種 ハ結 核 既 感 染 者 二於
ヨ

テ禁 ジラレテ居ルガ本年使用ノ菌株ハ甚ダ弱毒デ

アリ、カツ皮内接種ハTuberkulin陽 性者二於テ

モ特二大ナル障害ヲ與ヘナイ事實テ有馬内科敬室

二於テ人髄研究ノ多数例二詮明 シ得タノデアエテ

雨者 ヲ粒用 シタワクデアル。

實験 方 法

Tuberkulin反 慮ハ現今普通48時 間後二測定 シ文

部 雀學 循 振 興 會 デン鰻 赤imm以 上 ラ陽 性 トシ甲生

雀髄 力検 査 ・・.於テハ4mm以 下 ヲ陰 性5～1qmm」 テ

疑 陽 性10憩 通 以 上 テ陽 性 トシ宮 川米 次 氏1硬 結10

mm以 上 ヲ陽 性5シ テ居 ル。 又 獲 赤10mm以 上 ヲ

或 ヒ7・7mm]〈 ・・8mmLL}1上 テ陽 幽 ナ ス者 ガ ア/リ

米 國 デ ハ主 トシテー9Tuberkulin1000倍 液O・ICCl

皮 内注 射48時 闘 後 ノ獲 赤10mm以 上 テ陽 性bシ テ

居 ル等 反 慮 判 定標 準 ハ現 今 未 ダ確 定 ラ犀 ナ イ歌 態

デ'アル ガ 今1司ハ槍 甕 ノ都 合上2000倍 ツベ ル ク リ

ン0ユcc・ 皮 内注 射24時 間 テ以 ツデ判 定 シTuberk

ulinsZtsハ ソノ襲 赤5㎜ 以 上 テ以 ツ テ陽性 トシ之

二封スルBCGO.othg皮 内徽24騙 後/K。ch

氏現象 ノ初期 ノ獲赤 ノ大サテ測定 シタノデアル。

ア鷺欝羅 講雛鍵購1
ルニハ其ノ實面積 テ算超シテ行 フノガ最モ並確 デ

}

●
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。アル ガ實 際 上 不 可 能 ノ 爲獲 赤 ノ横 縦経 ヲ測 定 シ其

・ノ各 歎 値 ヲ乗 ジタ面積 ヲ以 ツ テ比較 シタ。 帥 チ此

ノ方 法 ニ ヨル トTuberkulin反 態5ipm×5mm=

25李 行mm以 上 ガ陽 性 トナ リ25z}s方mm以 下 ガ陰
ズ コ

性 トナ ノレノ デ アル ガ 、貫 ノ陽 性 ノ面積 ハ多 ク楕 圓

形 ナ 爲 昌 コノ干 方mmヨ リセvイ 便 テ有 ス ル ワク

デアル 。 ・ 隻'

検 査 成 績

(1)fTuberkulin反 癒 陽 性 者 ノK・ch氏 現 象

(表1).

地 名 性別

}▼ 　 皿

髄 順 】篶 ㎞1嘩監

男

女

男

女

一_▼-

36ゴ226ユ35

36負 畷 瑠
女滞別

一 一 伊傅璽一 一 一 一

沼 既i

;

彫

斡 翻 　一
1

糖 計} ユ398瞬9勢(4乳 ・婆

'

検 査 人 員1398名 申Tuberkulin反 慮陽 性者824名

58.9%陰 性 者574名41.1%デ アル。

Tuberkulin反 感陽 性 者 男389名 、女435名 、合

,計824名 ヲ反 慮 ノ程 度 二從 ヒ
ゴ ね も

1)5mm以 上 ユOmm以 下(邸 》 薗積 ニ シテ25干 方

P}m-「100牢 方㎜)(以 下之 レニ準 ズ)'

2)10mm-15mm(100李 方 血澱一225・雫 方Inm)

3)15mm--20mm(225卒 方mmr400卒 方mm)

4)20皿 工n--25㎜(400雫 方mm--625挙 方m皿)

5)25mm-30皿 二m(625z}s方mm--90◎ 李 方mm>
ゴ

6)30mm-35mm(90C卒 方mm-1225zls方Mi)Pt),
ゴ

7)35mm以 上(12254F方 ㎜ 以上)ノ 七 階 級 二分

チ 、'此ノTuebrkulin反 慮 ノ 各 階 級 二 封・慮 スル

BCG反 慮 即 チk◎ck氏 現 象 ノ程 度 ヲ比較 セ ン ト

シテ此 ノ各 階級 ノ各 人 ノ丁曲erku三 血反 懸 面積 ノ総
な

和 ト莫 レニ封慮 スルBCG反 慮面積ノ継和テ求メ

爾者ノzp均値 ヲ算串 シタ塵表】【ノ如クナノ%、

然 シテ括弧内ノ歎字ハ雨者ノ李均値ノ卒方根デ

アツテ反磨 ヲ實際測定 ス〃場合ノ螢赤 ノ直経昌相

當スルモノデアノ㌔ 渉

帥チ表∬皿ノ所見 ガ示 スガ如クTuberkulin反 窓

陽 性者(5mm以 上)二 於 テ ハ 同時 二BCG接 種 二依

ツ テ生 ズ ルKoch氏 現 象 ノ強 弱 ハ特 別 ノ例 外 テ除

キ殆 ン ドTuberkulin反 慮 ノ強弱 ト準行17 .テ現 ハ1

レ ノン◎

然 シテ反卿 程度自髄ハ爾反慮聞ニー定ノ差異

.ガ ア2Vo

然 シ2000倍TuberkUliu-一 一〇.1eeトBCG生 菌O.02

mgト デハ當 然 ソノ抗原 量 二於 テ モnt定 ノ差 異 ガ

ア リ又 ソノ種 類 モ等 シイ ト云 フ ワク ニ ハ ユ カナ イ

爲 昌當 然 登現 スル皮 膚 反 懸 ノ面積 ノ籔 値 バ ー 定 ノ

差 異 ガ ア ル。 カ ツ ソノ 反 慮 ノ 病 的饗 化 ノ種 類 モ
へ

Tuberkulin反 慮 二比 ベ テK◎ch氏 現 象 ハ複 雑 デ ア

ル。 反 礁 速 野 ラ見 テ モ液鰐 性 ノTuberkuiinFtw

形 成 分 ナ ルBCG生 菌 聞 ニ ハ ー 定 ノ差 異 ガ ア リ後

者 ハ當 然反 慮 ガ鵬 慢性 ノ経 過 テ ト ル ト考 ヘ ラ レ

ル。 然 シ此虎 ニハー 磨 之 等 ノ諸 條件 テ考 慮 ノ外 と

置 イ テ24時 聞 後 ノ登 赤 面 積 テ中心 トシテ論 ズ レバ

大鵬 爾 者 ハ上 蓮 ノ如 ク李 行 ス ル ノ デ アル。然 シ表

二示 ス如 ク丁曲erkulin反 慮 ノ程 度 二依 ツテ弱 反 懸

群 、 巾等 変 反 磨群 、高 度 反 慮 群 二分 ケ ソ レ ゾ レテ

総 括S7,テ ソノ李 均 値 テ求 メ之 テ該 欝 者 ノ・K。eh氏

現 象 枇 較 スル トー 般 二Tuberkulinde反 懸 群 ハ

K・ch氏 現 象 砺 ク強 反 麟 　 K・ch氏 焼 象 彊 ク

繭反 慮 ハ 何 レモ結 核 ア レル ギ戸 二 由來 スル意 味 二

於 テ虹 行 シテ行 ク傾 向 ヲ認 ンル ガ詳 細 二検 スル ニ

i抗原 タ ルTuberkuliinト 生 菌 トノ差異 乃 至 、之 二封

鷹 スル酢 髄 ノ種 類 乃 至 量 二關 係 シテ必 ズ シモ嚴 密

二虹行 スル トハ 云 ヒ難 イ ノ デ ア ノレ
。,

9PチTuberkulin反 慮 弱 陽 性 者5-10㎜m(rp均
ご

6・&nm)・:i於 ケルKoeh氏 現 象 ハ 李均13 .5mmヲ ・示

シ、 爾者 聞 ノ反 慮 値 ノ差 異 往 比較 的 大 年 ク現 バ レ

ル。TuberkXulin反 懸10一 嗣15mm(2芋 …均12 。1nユ皿)二 於

テ ハ然 シKoch氏 現 象値 ハ鵜 接 近 シテ16.imFナ

リ更 昌15-20mm(李 均17mm)、20-・-25(21♂8㎜)
v

"25 -30mm(李 均27 ・1mm)等 ノTuberkulin反 慮 中

等 度 陽性 者 ノK◎ch氏 現 象 ハ殆 ン ドTube瓶 ロhn反

慮 値 洞 程 度 ノ襲 赤 像 テ示 シ、 弱 陽 性 者 二於 テ認

メ ラ レタ様 ナ面 積 ノ差 異 ハ現 レナ イ ノ デ アル6

、然 ル ニTuberkulinsZtsgN陽 性 者30-35mm(;E}s

均33・5mm)乃 至35mm以 上(李 均41.2mm)昌 於 ク ル

玉【och氏現 象 ハ當然Tuberkulin反 樋藍ノt曾力05共 二$

、

～

.一 騨一 認__噸



(表1)T▼berkulin反 慮 度 トB.C.G反 慮度 ノ比 較(男 女 別ン
も

T,R-TuberkUlin反 感 、

Tubelk瓶1ip
}男

一一,「 一

女

反慮 陽性慶(
m.皿.面 積) 人 員

T.R.面 績 ノ納

和 ノ尋均値
κ括弧内ハ李方根),

B.C.G反 慮面積

ノ総和 ノ革均値

(同)
人員麟 藝鷲)隅 冨舞

25-一 ユ00
叫4翫 ・㈹

一 鱒榊

ユ・a8(…6)「 ユi4147・S(ρ ・?)

羅「'襯剛哺幽榊 一　一一 一

258.9(16.1)
礎

ユ・・-2251ユ ・8!

藤

ユ42.9(ユ ■.9) 225.7(■5.0) ユ33}ユ4軌 ・(■2。2) 306.6(ユ7.5)

225-一 一400 8gi 29δユ(17の

層

・315 .8(ユ7の

一 一
991289離 ゆ 372.9(19.3)

400--625 46i496晦 ・) 446、0(2■.0) 64{46a2(2ユ 角 5902(24」)

ノ

625-一 一900
、

ユ31拗 畑 ① 663β(25.8) ユ4「74翫2(27訓 751"(27の
闘

900_一 一ユ225 5}ユ ユ3縦 鋤
`

568.0(23.8)
}8い 瓢 購4) 卿 ・7(30・7)

麟 一一以上{6} ユ69ユ.6(4ユ ユ)

e

904。 ■(30.0) 31改728β(41.6) 1210,0(34.8)

iノ 瑠lI 4351
一

一'
ノ

陽 性 度 テま曾スガNソ ノ程 度 ハTゆerk疑1i塾(表 亙)Tuberk煽 坂 塵 度 トRC・G反 慮度 ノ琵較

反 慮 値 トー致 セズ ム シロ之 ヨ リ鵜 低 イ値 テ

示 シ、 ソ レゾ レ李 均2&3mm乃 至31・7m=m

ノ値 ヲ示 スニ過 ギナ イノ デ アノ㌔(表 皿)

'帥 チTuberkulin反 慮 度y -一ツ ノ上 向性

ノ 直線 デ現 セバKoch氏 現 象 ハ輕 度 ナ 例 二

Tuberkukn値 ヨ リ高 ク中等 度 例 二殆 ン ドー

致 シ、高 度 ノ例 二Tuberkulin値 ヨ リ低 イ

關 係 テ認 メ ル事 ガ 萬來 ル ノ デ アル。 此 盧 二

溶 液性 孚 抗 原 タ ルTu短rkulin卜 完 全 抗 原

タ ル 固型 ノ菌 髄 ニ ヨル物 理 的 化 學的 差 異 ガ

表 現 サ レル ノ デ アル ガ下 記 ノ様 ナ特 別 ノ例

テ除 外 ス レバ 殆 ン ド爾 者 一 致 スル關 係 テ認

メ 、Koch氏 現 象 ニ ヨツ テ容 易 二結 核 感 染 者

ヲ判 定 シ得 ル モ ノ デ アル 。

(互)Koch氏 現 象 陽 性 ノ限 界

次 ノ問 題 ハKogh氏 現 象 ノ反 慮 値 ノ如 何 ナ ル程

度 以 上 ヲ陽性 ト認 メ4レカ ト云 フ事 デ ア ノレo今 日

Tuberkulin反 慮 ハ2000倍O.lcc注 射24-48時 間 二

於 テ大resmm以 上 ヲ陽 性 ノ限 界5シ テ ヰ ル。律 ツ

テTuberk叫in反 窓 陽 性 ノ限 界 二於 ク ルKoch氏 現

象 ノ反 慮 鮭 テ測 定 乃 至算 潤 スル事 ガ 出來 ルノ デ ア

ル 。・Koch氏 現 象 カ ラ人 盟 ノ結 核 感 染 ヲ測定 スル

方 法 乃 至 ソノ反 慮 値 二就 イ テ ハ勿 論 之 テ行 ッタ モ

ノ ガ ナ イ カ ラ余 等 ・壊 ノ様 ナ算 出方 法 ヲ行 ツタ。

'

11

Tu挽1knliぬ 反

慮 度

(皿 ・皿∠面 積)

人 員

男+女
T。R.面 積 ノ繕

和 ノ亭均値
く括弧内ハ亭方根)

B.C.G反 慮面 積
ノ恕和 ノ準 均値
・(同 左)

」

25-一 一ioO 236i 46β(6。8)
詳

ユ33.9(13・5)

100-一 一225 24ユ ユ4692(120ユ) 270恩(16の

225-一 一 盛00 ・88;29乳3(・ 乳9》

卿

345縦 ユ8・6馳

400--625 ユユ・i48q7(鋤

舜

・L530ゆ(23・ の

625』9・ ・{ 2オ73孔 ・(27の 7033(26.6)

goo-一 ユ225 ユ3i隻 ・ユ2翫・(3a5)18・ エ7(2亀3)

ユ225一 以 上
●

9} 匡

1703照 ・ユ剛 … 銑・(3・・7)

▼

8241 ・

◎` 1

1)、Tuberku讐insmm反 慮 者 ノ1(oeh氏 現 象 ノ

李 均 値 。

2)、TuberkUlin・4"6mmLテ 有 スル モ ノノz拝均1

値 ト該 當 者 ノKoeh氏 現 象李 均 値 カ ラTube

kUl血5通m二 封 スルkoch氏 現 象 値 ヲ測 定

スル 方 法 。

3)、Tuberkulintltva.5--10ium乃 至5--15mm'

陽 性 者 ノ李 均 値 カ ラ該 當者 ノKoch氏 現 象 李

均 値 テ測 定 シTub敵uli吸 慮5血 ノ限、界 ノ

Koch氏 現 象 値 ヲ算 禺 ス ル 方 法等 デ アル。 ・

上 述 シ身様 二 歪uberklin反 慮 トKoeh氏 現 象 ハ

一 一 ユ4・ 一一
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'

嚴 密 ニハ 李行 シナ イ爲 二sKoch氏 現 象 ノ陽 性 ノ

限 界 ヲTuberkulin反 態 値 カ ラ嚴 密 二決 定 スル事
ホ

ハ困難 デアル。然 シ、上蓮 ノ1) 、2)、 ノ方法デハ

或程度 ソノ値 ラ得ルガ斯カル搦陽性者ノ時期二於

テハ當然Koch氏 現象ハ可ナ リ高イ値ヲ示 シテ居

ノレO・

今上 述 シタ様 二丁莇 伽1i面 一1q㎜ 陽性 者 プ

干 均 値6・8mm二 封 底 スルKoch氏 現 象13.5㎜ カ

ラTuberkUlinsmmノ 限 界 二當 ルKoch氏 現 象 ヲ

算 出 ス レバ6・8;13.5=5;xデ ア リ約10狙 皿 ノ

Koeh氏 現 象 テ示 ス モ ノ ヲ以 テTuberkulin5㎜ ノ

藍艮界,ト1看倣 ス事 ガ1出來 ノシ03〈5--15rmn間 ノThber-
　 げ も の

kulin反 慮 陽 性者 ノ各 個人 ノ面 積 総 和 ヲ標準 トシ

テ之 二封 スルBCG反 慮 面積 総 和 ノ比 カ ラTuber-

kulinsmmノ 限 界 二當 ルBCGノ 反 慮 随 ヲ求 メ レ

バ7・6㎜ け ル(表rv)。 帥 チTrfierkulinノ 値 テ

5mmノ 限 界 二於 テ ト リ、ソノ卒 均 二封 磨 スルKoch

氏i現象 ノ値 ヲ求 メルFK。chノ 値 ハ比 較 的 高 クナ

リTuberkulin陽 性 ノ範 園 ヲ ヒ ロクFツ テ之 二封 癒

ス ルBCGノ 値 ヲ トt・バ5mm=¥1ス ル陽 性 限 界 ハ

比麟 的低 クナ ル。 即 チTuberkulinノ 李 均 値 算 串 ノ

陽 性 範 園 ノ トリ方 ニ ゴツ テ、Tuberkulinsmm二
ゆ

9Nueス ルK・ch氏 現 象 ノ反 磨 値 ハ移動 スル。 然 シ

以 上 ニ ツノ算 出値 カ ラ2000倍TuberkulinO.1cc"

ヨ!レ5mm陽 性 ノ限 界 二方冬クノレK㏄h氏 現 象 ハBCG

生 菌 α02mg注 射24時 闘 二於 テ大 盟8-10ヱmnテ 以

テ現 サ レル ト考 ヘ ル事 ガ 揖來 ル ノ デ アノレ。
ぴ

即 チBOGO・023tig接 種(1cc中O.2mgO.lcc皮 内

(表W)TnberkUlin反uesm.凪(2砕 方m,m)・-Wス ル

BCσ 反 蔽 但 シ 匙be面1i坂 脚 ・鵬 性 即 チ5m,m

灘Y15mm以 下 面 籏 こ シテ25李 方 加 ヨ リ225亭 方皿皿以

下!モ ノgmeiテBCG反 磨 ヲ見 タ場 合

、

人 員
1

T.R7面 積
ノ総和 ノ準

均値

(括弧 内ハ
李方根)

面穣 ノ蔽 和
ノ準均値 、

霧 灘ハ

B・C.て1[反感 一一丁蕊 「面『積12扉

方恥 二封 ス
ルB.C.G反 慮

面積(括 弧内
ハ李 方帳)

,

　男 230 90。9(9。5)

一脚

ユ664(ユ2β)

…博 一

丁.R面 積
25;4翫7⑯7)

女 247 ユ02.3(ユ0.ユ) 28氏6(ユ畔 漁5㈹

男
女

477 96£(9・8)
肇

227.6(ユ5。 ユ)

▼

25:5&7(乳6)

i-一 、一
① ②(φ

(①及② ノ求 メラ レタ値 ヨ リ③ ヲ求 メタモノテアル)

禰

翻

注 射)・=eeシ 、24時 間 後8-40xnm以 上 ノ爽 赤 ラ
ご

示 シタ場合ニハ結核感染者 ト看倣ス事 ガ出來 ル檬

二思ハ レルノデアル。

コノ調査ハ時期 テ異ゴシタニ地方ノ成績 デアル

厭 鵬 一ノ關係 テ示 ヲタ爲Tube曲linBCG等

ノ種 類 二依 ル 差異 ハ少 イ ト思 ハ レル。 然 シ!E"aber

kuliRノ 力 値 ガ槍 定 サ レズ 又BCGモ ソノ製 造 方 法

ニ ヨツテ菌 鐙 含有 量 ノ毒 力等 二 差異 テ生 ジ得 ル事

ガ多 イ爲 、 今 同 ノ成績 ガ 直 チ ニ明年 度 二於 テ モ同

様 デ アル ト云 フ事 ハ禺來 ナ イ。BCG二 依 ル獲赤

硬 結 程 度 ガ 丁凶erkul沁 二樹 スル割 合 ニ ハ多 少 ノ移

動 ガ起 ジ得 ル事 ヲ考 ヘ ネバ ナ ラ ヌ。

然 シ少 ク トモBCGKoch氏 現 象 トTuberkUlin反

慮 ノ相 互 麟 奉 ピ ソノ陽 性限 界 ハ大睡 以上 ノ方 法

ニ ヨツ テ得 タ値 二依 ツテ豫 想 サ レル所 デ アル。 尚

コノ研 究 二就 イテ ハ更 工年 テ改 メ、 所 ヲ改 メ テ施

行 シ比較 研 究 スル豫 定 デ アル◎

(皿)丁 登b母㎞1i喉 性 者 中 ノKech氏 現 象 陽 性

者 。,ゼ

然 シ辱 塵 二興 味 ノ アル事 實 ハTuhe逮ulin反 慮陰

性 デKoch氏 反 磨 陽性 者 、並 工Tuberkulin反 慮陽

性 デKoch氏 現 象 陰 性 ナ ル モノ ガ存 在 スノレ事 實 デ

ア老。A■TuberkUlin反 慮5㎜ 以 下!陰 性 者574名

ノBc販 慮 ヲ観 察 ス ノに ・ ソノK・6h氏 現 象 力"・k

述 ノ8mm以 上 二ze7Yモ ノ合 計127名 、即 チTuber一

㎞1in陰 性 者 中22ユ%名 ヲ認 メ ル事 ガ出來 タ。

コノ127名 テBCG反 慮 ノ張 サ ニ依 ツ テ分 類 ス レ
ゆ

バi表Vノ 如 ク デ ア ノレo

(表V)T・R陰 性 者574名 中B.C.G反 慮8㎜ 以 上 ノモ

ノ ユ27名 ノ内 課'

T.R.

∫

(一)、

(0-4・9)
皿 コ進

.574

B.C.G反

反1藤 度
幽

8蜘 ユ0
ヂ

■0-一.15

15_20

20一25

25一30

30一35

.35以 上

男

人員同

釜鶴

1:l
Orl

l&!l

女

順 移
6

9

0

4

4

3

3

-
9

1

1

2

工

7

2。8

3.3

3.5

2。4

P。7i

O。51

0.5

ユ3・79

}男+女

灰員防

3415.

356。

2915.

ユ83.

0、9

310.

0.

一一 ■5-_



、以 上 ノ表 ノ示 汽如 ク、Tuberkutin反 磨5㎜ 以
し

下 デBCG反 恋8・■10mmPl内 ハ殆 ン ドKoch氏 反
ヤ

慮 ノ疑 陽 性 ノ節 園 内 ト見 〃 ペ キ デ ア リ、之 ヲ以 テ

直 チ ニKoch氏 現 象陽 性即 チ結 核 巳感 染 者 ト看 倣

ス ペ キ 曳否 ヤ ハ疑 問 ノ存 スル1所デ ナル。10mm以,

上2Cmxhノ モ ノ64名 ハ陽 性者 ト看倣 シタ イガ荷 多

タ ノ疑 問 テ有 スノ叶 シテ モTuberkulin反masinm

以 下 デ ア リナ ガ ラ・尚Koch氏 現 象20mm以 上 テ示

ス モン29名(陰 性 者 ノ約5%)モ 存 在 ス ル ト云 フ事

ハ 甚 ダ興 味 ノ アル 現 象 デ ア リ當 然Koch氏 現 象

ノ陽 性 者 二算 入 シタ キ事 實 デ ァル。 從 ツテ結 核 感

(表 「旺)(

㍗he出 双1拠反慮陽 性者 中B・C・G反 慮陰 性者

染者 伝 フ事ガ出來ル。前述 シタ亥財 コノ現象ハ

相當!目 数ヲ置 イテ施行者 テ違ヘテ施行 シタニ地

方二殆 ンド同程度ユ認メラ レタ事實カ ラ輩二試用

シタ、TuberkUlinBCGイ 如何二9ル モノデハナ

ク、叉技術上 ノ問題 トシテハ理解 シ難 久 被検者怠

盟ニコノ歌態ガ實在スル ト認ムベキモノ ト思ハ レ
ノ

ン㌔ 然 シコノ際近時BCG豫 防接種ガ屡々行ハ レ
き も

テ居 漕 爲先 二BCG接 種 シタ 爲 二Tuberku'in反

態 ガ短 時 間 内 二』 過 性 二(24時 間 以 内 二漕 退 スル 〉

盛 現 ス ル 陽 性 例 モ考 ヘ ネバ ナ ラヌご

(rv)丁 職berk翌1in反慮 陽 性者 中 ノKoch氏 現 象 陰

もi

夢 ゆ

・ 、 ・

量

稜
下面以G60翫R

計㌧合

1
勾9912艇10

斗
秘超3

殉岬43

殉ユ0∬

殉
.

ユ埆
/
0

齢

喚、ノリ

邑

0

矧㎎掴
聡

画

女
'

1

勾舗斑増
脇φ%

嚇
24

殉U復

勿
岬ユ

0

0、

ー
0

0

;
58

1

男

1秘
ユ8暇

殉£0■ユ
斗

18

窃
9ー◎統

、8

1
㎜一節

0

、

鰍
nー

.

-4

-6,…q-4

壽

ー鋼「蜘
0

粥
2

ガ

ー
411

O
I

鵬
～

ー計合
ー6

-23・

ー3

1φ

91

司
甑

」

女

墨
瑠

i級
10i

ヨ泌
}珊

↓

妨

～男

翔

司

司1

曙
38

ー

)
積
上吻面25(

凡
性瓜陽

99「筋
'

ユ

i面レ蕊

一

『ー叫簗
肚』翔

計再合

塾

性 者も

之 二反 シテTuberkulin反masmm以 上 デKoch

氏 現 象 εmm以 下 ノ例 ハTuberkulin反 慮 陽 性 者

824名 中、167名 帥 チ2(隠%二 於 テ認 メ ラ レタ。 コ

ノ 例 テTuberkulinノ 反 慮 籍 依 ツテ分 頚 ス レバ

表rvノ 如 ク デ アルo、
ミ

帥 チ167名 ノ中149名 イKoch氏 現 象8mm以 下 ノ

モ ノ ハTnberkUlin反 慮5-15㎜ ノ 弱 陽 性 者 デ ア

ル 。 帥 チKoeh氏 現 象 モTuberkUlin反 磨 モ陰 陽i

ノ 限 界 二存 在 ス ル ト考 ヘ ラ レル 。

ソど数 ガ;67名 中149名 二及 プ事 ハ斯 カ ル例 ノ意

醗 ハ重 大 デハ ナ イ。 唯 淺 リ18名 丁一Rハ17名 ガ15

--20㎜ ノ中 等 度 陽性 ヲ示 シ、1名 ハ20㎜ 以上 ノ

陽 性 度 ヲ示 シテ居 ル。

然 シカ ・ノ颪 ・ch氏現 象 陰 性 申IVu5erku'iin反 感

陽 性}云 フ不 一・致 ハ當 然 多数 例 中 ニ ハ 起 ソ得 ペ キ

誤 差 デ ア ツテ、 ソノ 明 カ ナ例 ガ比 較 的 少数 デ アル

事 實 カ ラ(2{}mmVY・ 上1例)・ 特 別 ナ 意 義 夙 ア ル レ ・

考 ヘ ラ レナ イ。 唯 丁必erk廷1in反 慮 陰 性 デ ア リナ ガ

ゾK・ch暇 象 ノ醐 性(2・mmPl上)ノ モ ノ29名 ノ』

存 在 ハ特 二注 目サ ル ペ キモ ノ デ アル。

上 述 シタ檬 二反 慮 ノ 彊 イ場 合 晶ハTubekrfliulic

瀦 シクK。c砥 現 象 必 ズ シモ之 二伶 ・禰 之 ヨ
T

・り低 イ債 ラ 塾ル ペ キヂ ア ル ニ カ ♪ハ ラズ!lldberku・

1in陰 性Koch氏 反 慮 強陽 性 ナ ル ハ旗 重 ナ考 慮 ジ必

要 ・"スル 現 象 デ アル ざ1,
ll

考 按

瓦Kρchハ1890年 結 核 ノ冤 疫 元 トシテAlttUbef

rculibヲ 創製 シ、、又ユ891年 二結 核 菌 ニ ョルKoch

` 一騨一16-一



民 現 象 テ獲 見 シ 女。

Kochハ 正 常海 猿 二結 核 菌 ヲ接 種 ス ル ト10・v14

日 デ始 メ テ局 勝 二結 核 結 節 テ生 ジ動 物""結 核=テ

死 亡 スル迄 治 癒 シナ イ。 然 ル ニ結 核感 染 海 瞑 二 接

種 スル ト1～2日 ニ シテ局 所 二曙 赤 色 ノ大 ナ ル壊 死

竈 ヲ生 ジ途 二痴 皮 ヲ形 成 シテ脱 落 シ治癒 スル事 テ

認 メ タ ノ デ ア ル。 然 シ當時 ・・此 ノK・eh氏 現 象 二
'關 シテ冤 疫 乃 至

ハ局 所 過 敏 症 ノ概 念 ハ ナ カ ツ タ。

後 穿R伽er・Pirquet等 ニ ョ リK・eh氏 現 象 内 ニハ
の

航 原 抗 髄 反 慮 ニ ヨル過 敏i歴 ト琵 疫 ノニ様 祖 ガ存在

ス ル事 ガ明 ニ サ レタ ノ デ ア ル◎

過 敏 症 邸 チAlle7gioト 冤 疫 トハ逆 見 アx・カ モ相

反 スル如 ク考 ヘ ラ レル ガ 、Keeh氏 現 象 二於 テ再

庭 置 結核 菌 ハ 局所 二停 留 死 滅 シ、 隣 接淋 巴 腺 ヘ ノ

縛 移 ノi抑制 サ レル事 ハ{Ro柄1e(1914)ノ 家鶏 血 球

再 塵 置 ニ ョル'Althus氏 現 象 ニー・致 シAllergie性 炎
の

症ハ再庭置抗原ノ罐内蔓延 ヨリ生燈 テ防禦 セント

スル現象 トシテ読明サ レテ居ルノ ト同様二Koeh

低現象二於 えモ再嘘置結核菌ハ抗原抗腿反慮ノ結

果局所二停留 シ死滅セシメントスル反慮 ト考ヘラ

レ且 ソノ組織像 ハArthu$氏 反磨 卜同様血管結締織

系統ノ退行性、滲出性病攣 デアル。之等ノ關係二
な'就 イテハ 余 等 ノ教 窒 ノ多 数 ノ研 究成 績 ニ ヨツテ 明

カ ナ所 デ ア リ此 虞 二再 設 ヲ要 シナ イ カ㌦ トニ カク

冤疫 喝 所 過 敏 毎 違"チA1!ergieハ 其 ノ 目的 テ同

ジク スル 反 磨 ノニ 表 現 ト考 ヘ ラ レル。 從 ツテKo・

eh氏 現 象 モ抗 原 抗燧 反 癒 ニ ヨル冤 疫 テ内 容 トス

ノレAHergie現 象 ヂ アル◎

結 核 ノ冤 疫 原 トシテ1890年Kochニ ョ リ焚 見 サ

、レタAlttuberculipハ 其 ノ後 冤 疫 原 トシテ ノ債 値 少

ナ キ事 ガ明.}ナ ツ タ プ、 然 シ寛07年Pir帳et氏 二

、ヨ リTuberkuliη 芦 ヨルpirquet氏 反慮 ガ褒 見 セ ラ

レ此 ノ反 磨 ハ結 核 感 染 個 艘 ニ ノ ミ現 レル モ ノ デ感

藥 傭 膿 内 二生 〃 抗 盟 ガA1蟹ubeeulln嚇 合 シ

テ局 所 二過 敏症 ヲ超 ス現 象 、 即 チAllergie現 象 デ

アル凄 ハ 今 日殆 ン ド疑 テ入 レナ イ。

賦 然 ラバ 同 ジク抗 原 掘 叛 磨 二其 ノ基 礎 テ 置 ク

「塞och氏 現 象 トTmberkUlin反 鷹 ノ ニ者 ノAEergie

反慮 間 ニハ 人艘 二於 テ如 何 ナ ル關 係 ガ ア ルモ ノ デ

ア ラ ウカ 、 コノ關 係 二就 テ 宮川 ハ 己 二詳 シイ追 求

,行 ツテ居 ル ガ直 接 爾 反 磨 ノ便 テ比 較 研究 シタ モ

ノ デハ ナ イo .、

上 述 シタ如 ク余 等 ノ調 査 二依 レパ1300名 ノ槍 査

テ於 テ2000倍Tuberku'inO.1c¢ 注射・h同時 …BCG

O・0皇mg皮 内接 種 ヲ行 ヒ24時 聞 後 ノ獲 赤 ノ程 度 ニ
ノ み

於 夢輌 ソノ聞 二密 接 ナ鼓行 關係 ノ存 在 スル ノ ヲ認

メ ル事 ガ萬來 タ ノ デ アル。
ま

豊Pチー 般 二Tuberku.1加 反 磨 ノ弱 陽 性 ノ揚 合 ニハ

Tu'.ekuliu=k依 ルKoch氏 現 象 モ弱 ク、Tuberkuli:)

反 慮 ノ程 度 二懸 ジテKoch氏 現 象 モ亦 増彊 ス ル傾
嚇向

ヲ明 カ ニ認 メノ疇 ガ萬來 タ。然 シ上 述 ノ量 的關

係 二於 テ現 レル南 反 懸 ノ大 キサ ハ直 チ ニー一致 スンレ

モ ノ デハ ナ ク 、Tuberkulinsmmノ 陽性 ノ限界 二

於 ・ク ルKoehEE現 象 ノ焚 赤 直 経 ハ 大約8晶10mmノ

大 キサ ヲ示 シタ。・翻 チ菌 麗 ニ ヨル モ ノハ ソノ反慮

値 ハ コノ量 三於 テTu5erkulinヨ リ稻 大 ナ ル値 テ示

シテ ヰ ル。 然 ル ニ丁肋 αk犠lin中 等 度 陽性 者 二於 ク

ルKoeh氏 現 象 ハ ソノ反患 健 ハ 殆 ン ドTuberkulin

値 ト同一 程 度 デ ア リ、著 シイ差 異 ヲ示 サ ナ イ。 更

二Tub6rku:inmp陽 性者 二於 テハKoch氏 現 象 値 ハ

ム シPtTuberkulinノ 便 ヨツ稽 低 イ直 経 ラ有 スル獲

赤 テ示 ス モ》 デ アル。 即 チ反 慮 ノ鰯 ニ ヨノ吐 昇

曲線 ハTuberkuliB反 鷹{・Koch氏 現 象 二於 テ ソノ

中等 度 ノ所 二於 テ交 錯 スル關 係 テ示 シテ居 ル。

斯 カ ル 差異 ぞ生 ズ ル所 以't・TUberkulinト 云 フ孚

抗 原 ト菌 髄 全{鐙 ト云 フ完 全 抗 原 ノ物 質 上 ノ差異 三

由來 スルb共 昌他 方溶 性i抗原 タルTub6rkUlin5-一

定 ノ形 態 ヲ有 スルBCGナ ル生 菌 トノ差 異 二蹄 セ

シメナ ク レバ ナ ラナ イか'、

Tuberkulinハ 溶 液 惟 デア リ、 容 易 二早期 二周 園
、

二浸潤 シ得 ル爲r抗 艦 トノ結合ノ早期二行 ヒ得ル

爲・2塒 聞二於テモ抗灘量ニー致 シタ反慮テ示 シ

得 ルニ反 シ、菌盟ハ固形禮ナル爲24時闇デハ充分

擢 ト購 灘 ク熔 易凋 園二浸潤 シ難イ爲」

高度 ノ抗膿含有生彊二於 デモ反慮値ti"24時聞二於

テハ樹低イノデハ アルマイカ、 ソノ爲ニハ48時間

値ヲ測定スル必要 ヲ感ズルモノデアル6

尚輕度陽性者 ノ反慮値ガKech氏 現象 二比較的

高イノへ 恐 ラク生菌 トシテノBCGノ アレルギー

犀慮以外ノ毒作用 ガ加味 サレル爲デハナカラゥヵ

卜思ハレ～㌔ 勿論結核未感染二樹 シテハKoch氏

現象ハ獲現 シナイガ輕変 ノアレルギー二於 テモ コ

'
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ノ固形ノ生菌 卜云フ條件ハ何等 力非特異的ノ反感

堆張作用テ菅 ムモノデアラフ ト信 ジラレルノデア

ノレo

此 塵 二興 朱 ノ アル ノハTuberku㎞ 反 懸 ト耳o£h
を

氏現象闇二於 テ若干/不 一致者 ノ存在 スル事實デ

アルol

'上 述 シタ如 ク!lhlb
erkulinsmmヲ 陽性 ノ限 界 ト

シテ之 昌封 慮 スルKoch氏 現 象 値 ヲ求 ム レバ大 約
ノ

&一 ユ(塒m二 當 ル。 今1ltaberkulin反 感5mm以 上 帥

チ 陽 性者824名 中kock氏 現 象 ノ8mm以 下 ノ者 ヲ求"

メ レtx"計167名 テ見 雌 ス事 ガ 萬來 ル
。然 ル ニ コノ

Koch氏 現 象8mm以 下 ノ モ ノノ大 部分 帥 チユ49名 ハ
も

Tuberkulin反ue5-15mmノ 範 國 二於 ク ル モ ル デ

ア ヅ テ、TUberkulin反ua20mm以 上 ノ モノハ 僅 力
の

一 名 二過 ギナ カ ツタ
。 コ ノNberkUlin輕 度 陽 性 者

ノKoch氏 現 象 ガεm遊 以 内 二 存在 ス ル 事 ハTuberk

ulin反 慮 ノ陽 性 限 界 ノ確 定 シテ居 ナ イ 今 日、當 然

鞠 サ レノ疇 か ウ、糊 レ 意 義 ガ ナ イ ト犀ノ申

ル。 少 ク トモ20mtn以 上 ノTuberkUiin反 慮陽 性 者

申Xoch氏 現 象81nm以 下 ノ モ ノ僅 カー 名 と過 ギナ

イ凄 ハKoch氏 現 象 ハ ヨクTuberkUlin反 慮 ノ陽 性

者 グ代 表 シ得 ル事 テ示 シ、 今 回 ノ槍 査 二於 テ ハ、,

K・chE£ 現 象 ガ少`PbモTuh・erkUlin陽 轡 範 臨

碕 ン ド例 外 ナ ク襲 現 を タ事 テ現 シ テ ヰ ル。 之 ハ
K・ch氏 現 象 ノ抗 膿 タ ル ペ キ モ ノv"TuberkUlin反

慮 ノ抗 嘘 ヲ モ含 ム カ 、或 ハ甚 ダ密 接 二虹 行 ジテ居

リ、 ム シu後 述 ノ事 實 カ ラ見 テTubtekulin反 慮 ノ

抗 鎧 便 以上 二Koch氏 現 象 ハ 反 慮 シ得 ル凄 テ示 スr

モノ ト信 ジ ラ レノ㌔

之 二反 シテTuberkulin反 慮陰 性 者574名 中BCG

ニ ヨルKooh氏 現 象8m血 以 上 ノ優 テ茄 ス モ ノ ヲ求

メ ル・ト127名 ヲ得 、 ソノ8-15mmノ 程 度 ノ者69名

ハ 前 者 周様 陽 性 限 界 ノ反 慮 演 ト認 ム 〈紳 モ ノ デ ア
ノ

ル カ ラ問題 晶 ハ ナ ラナ イ ガ、15mm以 上 ノ モ ノ58

名 中少 ク トモ29名 、陰 性 者 ノ約5%ハ 丁亡bβrk磁n反

慮5㎜ 以下 デア リナ ガ ラ耳och氏 現 象 ハ25mm以 上 ・

ヲ示 スモ ノ デア リ、Koch氏 現 象陽 性 ト1認ム〈柚 デ

アルoコ ノTUberkUlin陽 性 、Koch氏 現 象薩場性 テ結

核 感 染 者 卜看 倣 ス ベ キ ヤ否 ヤハ重 大 ナ 問 題 デ アル

結 核 感 染 者 ハ 當 然Tuberkulin乃 至 菌 髄 二封 シテ

Allergie反 感 ヲ示 ス ペ 守 デ アル ガ 抗 原 タ ルTuber

kulin卜 菌 盟 成 分 ガ必 ズ シモ ー。致 シナ イ事 實 昌 趣
ダ ゆ

ミテ之二封鯨 スル燈丙抗膿 ノ量的質的關係ノ如何

ニ ヨ ツテ必 ズ シモ爾 反磨 ノ粒行 シテ現 レル トハ限

ラナ イ ノ デ アルo
る キ

事 實Tuもerkuhn反 慮 ハKoch氏 現 象 ト大髄 ユ於

テー 致 シタ反 慮 ヲ示 スガTUberkulinva陽 性 者 中僅

少例 二Kδch氏 現 象 弱 ク、 逆 二Tuberkulin陰 性者

中5%ノ 比 較 的 多 数 例 帯Koch氏 現 象 彊陽 牲 テ見

タ ノ ノ・1VubegkUlinト 菌 髄 ノ抗 原 的 債 値 ノ差 異=鶴

スル 窺 ガ 出來 ノ蒔 考 ヘル 。 殊

近 時Tuberkulin乃 室結 核 菌饅 ノ分 析 的 研 究 ハ 各

方 面 ヨ1ノ行 ハ レ、ヅ ノ 抗 原性 物 質 昌就 イテ モ蔑 多

ノ新 知 見 ブ得 ル エ至ン タ9・1ζoeh腿來Seibert-Ms

schmannu,Kiistner,桑 島 、Pinner,Anders。n,
ぎ ひ

Picku,Silberstein,戸 田 、 山崎 、 中 島 、坂 村 、等

多 数 ノ研究 二依 ヅ テTuberku'in乃 至 菌 髄 成 分 ノ

AIIergje二 關 與 ス ル物 質 ハ 決 シテ輩 』 ノ モ ノ デハ

ナ ク多 数 二存 在 シ、 爾 者 パ或 程 度 共 通 ノ モノ ト異

ル モ ノ トヲ含 有 シ、菌 髄 ニ コル モ ノ ガ発 疫 抗 原性

強 久 特 二菌 全匿 ニ ヨル モ ノ ガ 最 モ反 慮 性 ガ廣 イ

事 ガ考 ヘ ラ レル ノ デ7ル 。 今此 塵 二詳 シク南者 ノ

抗 原 物 質 二就 イテ論 ズ ル紙 面 ヲ持 タナ イ ガ人 盟 二

於 テ モTuberkUlin二 反 感 ス ル抗 膿 ノKoch氏 現 象
く

二封スノレ抗髄 トガ存在 シ爾者ハ或程度共涌デアリ

或程度異ルモノデアル事 ヲ示 シ、且菌饅ニ ヨルモ

ノガ最モ強ク反慮 シ得 ル事テ豫想 セシメルモノデ

アル。事實人腿 二於 クル研究モコノ事實昌一致 ジ

爾反慮ハ大謄 一致スルガTuberkUlindeクK・ ¢h氏
き

現募ノ強イ型ノモノガ存 ス冤事 實ハ之 ラ結核感染

者b看 倣ス〈井 デアラ]rb信 ジラレルo若 シ之テ

陽性者 トス レバ如何ナル状態ノ感染者 デアラウカ

ガ問題デアルo、 ・

余等ノ他ノ貧 験的研究二於 テ結椀麟 動物ノア

レルギーノ嚢現ハ梢Koch氏 現象 ガ先行 シテTuber

kulin反 態ガ之 二引綾 イテ起 ル傾向ヲ認メル事ガ

田來、又感染動物ヲTube止uUn二 依ツテ脱感作 シ

ツ ノ反慮ガ肉眼的昌陰性化 シタ揚合二於 テ モ 樹

Koch氏 現象ノ陽性 ナ揚合ガ相當昌認 メラレテ居

〃。若 シ結核死菌等二依 ツテ強ク脱感作ヲ行 ヒ皮

膚 ノTUberkuliuis(ue、 及K。ch氏 現象共出陰性佑

シテモ内臓、特 昌肺昌於イテハ尚 ヨクAllergie反
}・ 萎

、
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慮 テ保持 スル モノ デア ル事 テ知 ツタ 。 邸 チ皮膚 ノ

Thberkulin反 悠陰 性 ハ直 チ ニ結 核 未 感 染 テ寒 味 セ

ズTuberkulin,K◎ch反 慮共 二皮膚 二陰性 デ モ内

臓 二結 核 ア レル ギ 「 ノ存 在 ス ル揚 合 モ アノレ、ト考 ヘ

ラ レル ノ テ アルo

渡 會 モKoch氏 現 象 ハAnergie化 シタ揚 合 ニ モ現

レルE報 告 シ、RothschildハTUberku1inanergie動

物 デハKoch氏 現 象 ハ現 の レガ コノ際 ニハ 小結 節

トシ テ現 バ レル ト云 フ、 コノ現 象 ハ在 來Koch氏

現 象 ラ冤 疫 ト見 》Tuherkulinニ ヨル ア レル ギー ト

分 離 シ得 ペ キ豫 想 ノ下 二爾 反 慮 ノ稜 現 ノ差 異 ガ冤

疫 融11ergiや テ分 離 シ得 ル 詮 明 トシテ利 用 サ ル ・

ガ如 キ傾 向 ガ ア ツ タ。

然 シ余 等 ノ研究 ノ事 實 ヵ ラ ミ レバ 何 レモ冤 疫 テ

内 容 トスルAllergie現 象 デ ア リ、 皮膚 二於 テ飛

Koeh氏 現 象 ハTuberkUlin反 磨 ヨ リモ 敏 感 デ ア リ

1)結 核 感 染初 期 ノAlleごgie化 ノ充分 デ ナ イ場

合 。1

2)結 核 ノ治 癒 ニ ヨツ テ陽性Anergie化 ジタ場

～ 國合
。 ホ

r・
,3)'抗 膿 産 生 ノ薇 量 デTuberkuli無 二」反磨 シ難 イ

場合 。

等昌於 テモfk}.K・ch氏現射 雛 壌 現 シ1辱ノ傭

ガ實験的研究 ヨリ人燈ノ揚 合ニモ豫想ナ レル ノデ

fアル。 特 『吟 同 ノ槍 査 ハ主==1ρ ・-25才 ノ青 年期 ヲ

樹 樗 トシタ 事 實 カ ラ考 ヘ テ見 テ 、Tuberkulin陰 性

Koeh強 陽 性 ノ5%ノ ウ チ芦 ハ コノ結 核感 染初 期 ノ

Tuberkulin法 二未 ダ反 癒 シナ イ初 感 染者 ガ含 マ レ

テ 居 ルノ デノ・Vカ ラ ウカ6尚BqG接 種 者 二 於 テ

之 ガTuberkulin`=反 慮 スル事 弱 クBCG昭Tuberku

lin二 比 較 的 強 ク反 慮 スzvト 云 フ富 士 山氏等 ノ研

究 ガ 存在 スル事 實 三鑑 ミテ、 近 時BCG豫 防 接 種
へ

者 ガ多藪存在スル爲、Tuberku血 陰性BCG二 依

ルKoch氏 反慮陽性例中二BCG接 種者 ガ存在 スル

可能性モ存在スノ叶 思イ・レル。

以上ノ丁劃erk吻 鷹BCG二 依ルK・ch畷 象

カ ラ我 々ハ結 核 感染 者 ユ ヨルA11。士gie反慮 ノ 態 度
■

ラ 次 ノ檬 二分 ク ル事 ガ餌來 ル ト思 ハ レノ㌔

沖 謄(撚欝 瀦
藩 芦

雛1 例 二於 テ ハ8mm以 上)

2)饒 陽性 者Tuberkulin陽 性K・ch陰

性(眞 性 感 染者 ナ リャ杏

ヤノ凝 商 ナ リ)

陰性∫3灘購 艶 雌 脚 陰
14)離 険賭Tubelkulin灘K鵡
'・ 性 者(恐 ラ ク之 ハ 上 述 ノ

理 由 二俵 ツテ藁 性 感 染 者

卜考 ヘ ラ レルo)

荷 今 同 ノ調 査 ハ 日 テ違 ヘ テ異 シタ 地 方 ノニ 町 村

n行 ツタ成 績 デ アル ガ 〃Tuberkulin♪Koch氏 現

象 ノ關係 ハ ニ町 村 殆 ン ド同様 ノ關 係 ヲ示 シタ。
モ

從 ツテ以上 ノ諸差異ハ使用 シ:kTube・kuliA乃至

BCG自 燈 ノ量、性質、注射法等ニ ヨル拉術上ノ.問

題デハアルマイ ト思バ レル。唯 シTuberkulinノ

量乃至BCGノ 濃度或ハ ソノ調製法(手 ズ リS超 音

波虞置)等 二依ツテ或程度相互關係 二差異ノ現 レ

テ來ル可能性ハ豫想ザ レザルテ得ナイ。之等ノ諸

關係二就 イテ人最近更二實験ヲ行 ヒツ ・アルカラ

改メテ報告 案ル豫定デアサ今同イ少撒例ノ調査ノ

ミデ結論 スル事テサク唯可能ナル考察テ加ヘタニ

過 ギナイ。然 シ以上ノ事蜘 現 テ若 シ陽性者ユ

BCG皮 内接樋ガ余等ノ使用 シタBCG二 於クル様

昌磯赤 ヲ俘 フAllergie反 慮以外二K。chガ 海狽ノ

皮膚 二認 メタ壊死潰瘍或ハ全身昌及ボス等 ノ大ナ

ル障害ヲ隼髄 二與入ル事ガ少イ トス レバBCG接
ヘ へ

種 ノ ミテ行 ヒ ソノKoch反 慮 陽 性 者 ヲ感 染 者 ト看

倣 シ、 ソノ陰 性 者 ・:iハBCG豫 防 接 種 ノ意 味 テ與
き

へ一石二鳥ノ効果 テ期待 不ル事孝得 ルデアラウ。

不幸 ニシテ余等ハ臨鉢家デナイ爲晶陽性者BCG接

種後ノ局所 ノ経過、乃至fuber*ulin陰 性Koch陽

性者ガ如何ナル経過ヲ示スニ至ルカバ詳細二追求

、スル事 ヲ得ナカツタノデアル。之箏 ノ問題二就イ

テ〉・廣ク臨鉢研究者諸氏ノ協力二依ル研究ヲ希望

スル ト共 二我 々モ次回ノ研究結果二希望ヲツナグ

モノデアルO

結 論

'人盟
二於 テ2000倍AlttuberkulinO.icc前 膳 皮

内注 射 ト同時 昌O.02mgBCG」?上 膳 皮 内注 射 ヲ鼓
・1

0
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用 シタ1388名 ノ24時 間 窪 ノTuberkロliR反 慮 及 ぜ

Koch氏 現 象 初 期 ノ套 赤 ヲ桧 シテ吹 ノ 成 績 ヲ得

・タo'

1)BCGKoch氏 現 象 二依 ル皮 膚 ノ稜 赤 ハTub

erkuli1}反 磨 ノ強 弱 ト殆 ン ドー致 シTuberkulin反

磨 陰 性 者 藁弱 ク ソノ陽 性者 二強 ク現 レタ 。

2)Tuberkulin反 鷹 陽 性 者824名 二於 ク・ルBCG

～Koch氏 現 象 ハTuberkulin)反 慮 ノ陽性 ノ程 度 ニ

ー 致 シ弱 陽 性 者 二弱 ク
、 彊陽 性 者 二強 ク現 レタ。

然 シTuberku血 反 翻 陽 性 ノS合 ÷ ノ・K・ch氏 現

象 ハ比鮫 的 強 グTuberkulinノ 反 鷹値 ヨ リ高 イ便 ヲ

示 シ タ ガTuberkulin中 等 度 陽 性 ノ場 合 ニハ 爾 反磨

値 ハ殆 ン ドー 致 シTuberkulin強 陽 性 ノ揚 合 ニ ハ
ノ

KoCh氏 現 象ハTuberkulin反 慮 値 ヨ リ鞘 弱 イ値 テ

示 シタ。 コノ反 慮 ノ差 異 ハ溶 液性 ノTuberkulinト

固型 生 菌 デア ルBCGノ 物 理 的 差異 二基 ク事 ガ多 イ

㍗信 ジ ラ レノ㌔.
ノ

3)Tuberkulin陽 性 ノ 限 界 ヲ5mmト ス レバ ソ レ
ノ ぜ

ニ ー致 ス ル3CGKoch氏 現 象(O・ogi9皮 内)ハ 大 約

8～10mm二 相 當 シ、Koch氏 現 象 ハ、 今 回 ノ試 験

n於 テ大 髄8～1(㎞n畿 赤 以 上 ヲ結 核 反 慮陽 性 者 卜

認 メ ル事 ガ 閏來 ル ト考 ヘ ラ レル。 ・

r4).Tuberkulin反 磨 ・5皿血 以 上 陽 性 者 巾BCG

Koch氏 現 象8mm以 下 ノ モノ167名(202%)存 在 多

タ ガ ソノ 大 部分 ハTuberkulin反 磨 弱陽 性 者(5～15

mm)ノ モ ノ ニ現 レ、 強 陽 性者(20血 以 上)ノ 者 二

僅 カー 名 認 メ ラ レタ ニ過 ギナ カ ツタ。 從 ツ テ ソノ

差 異 ハ 大 部 分 技 徹 勺ノ鯛 内 二存 スル ト考 一 ラ レ
●

ヨ き セ げ

ノ レO.・'

5)Tuberkulin反 慮5㎜ 以 下 ノ陰 性 者 中 二BCG

-Koeh氏 現 象8mm以 上 ノ モ ノ127名 ガ(22・1%)存

在 シタ。 ソノ ウチKoeh氏 現 象 弱 陽性 く8～15㎜)

ノ 實 験 誤 差 以 内 ノ モ ノ ト考 ヘ ルモ ノ ヲ除 キ,Tuber・

kulin友 慮 陰挫 、Koch氏 反 慮 強 陽性(203虹m以 上)

ノ モ ノ29名(Tuberkulin陰 性者 中5%)ヲ 得 タ。 コ

ノ 差 異 ハ 不 完 全 ナ ル孚 抗 原 タ ノvTuberkulin卜 完 全

抗 原 タ ルBCGト ノ差 異 二基 ク ト信 ジラ レル◎ 從 ツ

テ少 ク トモTuberkulin陰 性 、Koch氏 現 象 張 陽

性 者 ハ結 核 感 染 者 デ アルb信 ジ ラ レル0

6)、 適 當 ナ ル方法 ニ ヨ リ結 核 感 染者 二BCG接

種 ガ特 別 ナ障 害 ヲ與 ヘ ナ イ限 リ、 之 テ紹 テ ノ例 二

接種シテソノKoch氏 現象陽性者 テ感染者 トシ、

陰性者ニハ豫防接種ノ意義 テ持タセル事 プ娼來、

又之ラTuberkulinト 粒用 シア爾反懸ノ比較 ニヨ

ツテ或程度結核 アレルギーノ歌態 テ測 定スル事ガ
の

出來ル ト信 ジラレル。"

ゴヒ婁 交 献'

1)  Anderson  :  Americ.  Ben Tuborc. 24.  (1931)

2)富士山:診 療 と經 験6(昭17)

3)糟 谷:東京醫 事 新 誌2973

4)〃:〃 〃2971

5)桑 島:實驗醫 學 雑 誌242(1940)

6)  Masclintaun u.  Kiister  : Z.  schnit f.  physol.  Ch— 
   em. 193 (1930) 

7)  Maschmzun u.Kuster  : Dent.  med. W.  sour 4 

  (1931) 
 85  Maschnixn  : Dent. m. W. schr 20 (1940) 

9) Max  Pinner  :  Americ. Ear.  Tubere. 18. 4  (192 
  8)

10)宮 川:肺結核

11)中 村:細 菌學血淸 學檢 査 方法

12)中 島:金 澤 十全倉雑誌38.(昭8)

13) Pick u-Silberstein:  Kolle-Wassermtvu.n's  IlEndb— 

   uch  BII.

14)坂 村:結 核.13(昭10)

 15)  Seibert  :  Americ.  Rer.  Tuberc. 23 (1931) 

16) Seibert  Amerie.  Rex.  Tuberc,  29  (1935) 

17)  g  ITT :  Allorgie  Allergic

18)武 田.新 保:昭 和18年 度病理學會發 表

19)戸 国:結 核14(昭11)

20)戸 田:結 核20(昭17)

21)渡 會:結 核18(昭13)

22)渡 會:結 核 ノ細 菌 ト免疫學(昭12)

23)山 崎:金 澤十 全會雑 誌39及40(昭9.昭10)
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